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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信装置であって、
　外部装置からデータを受信する受信手段と、
　前記外部装置との無線接続の切断を検出する、もしくは、前記外部装置からの受信電界
強度が所定値よりも小さくなったことを検出する検出手段と、
　前記検出手段により前記無線接続の切断が検出された後に前記無線接続が確立されたこ
とを判定する、もしくは、前記検出手段により前記受信電界強度が所定値よりも小さくな
ったことが検出された後に前記受信電界強度が所定値よりも大きくなったことを判定する
判定手段と、
　前記受信手段により受信した前記データを出力する出力手段とを有し、
　前記出力手段は、前記判定手段による前記判定に応じて、前記受信手段により受信した
データのうち、前記検出手段による前記検出の前に前記出力手段が出力した第１のデータ
とは異なる第２のデータを出力することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記無線接続が切断された後に確立された際に、もしくは、前記受信電界強度が所定値
よりも小さくなった後に所定値よりも大きくなった際に、前記外部装置の所定の操作部の
状態を確認する確認手段を更に有し、
　前記判定手段により前記判定がなされた場合に、前記確認手段により確認された前記所
定の操作部の状態に基づいて、前記出力手段が前記第２のデータを出力するか、前記第２
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のデータとは異なる第３のデータを出力するかを決定する決定手段と、
　を更に有することを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記検出手段によって前記無線接続の切断が検出されるまで、もしくは、前記受信電界
強度が所定値よりも小さくなったことが検出されるまでの前記外部装置との前記無線接続
の接続状態の期間を計測する計測手段と、
　前記判定手段により前記判定がなされた場合に、前記計測手段により計測された前記期
間に基づいて、前記出力手段が前記第２のデータを出力するか、前記第２のデータとは異
なる第３のデータを出力するかを決定する決定手段と、
　を更に有することを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記通信装置は複数のデータを保持し、
　前記複数のデータは予め定められた基準でソートされており、
　前記第２のデータは前記第１のデータの次の順番であり、
　前記第３のデータは前記第１のデータの前の順番である、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記出力手段が出力しているデータを前記外部装置に通知する通知手段を更に有するこ
とを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記出力手段によるデータの出力とは、当該データを表示することであることを特徴と
する請求項１乃至５の何れか１項に記載の通信装置。
【請求項７】
　通信装置で実行される通信方法であって、
　受信手段が、外部装置からデータを受信する受信工程と、
　検出手段が、前記外部装置との無線接続の切断を検出する、もしくは、前記外部装置か
らの受信電界強度が所定値よりも小さくなったことを検出する検出工程と、
　判定手段が、前記検出工程において前記無線接続の切断が検出された後に前記無線接続
が確立されたことを判定する、もしくは、前記検出手段により前記受信電界強度が所定値
よりも小さくなったことが検出された後に前記受信電界強度が所定値よりも大きくなった
ことを判定する判定工程と、
　出力手段が、前記受信工程において受信した前記データを出力する出力工程とを有し、
　前記出力工程では、前記判定工程における前記判定に応じて、前記受信工程において受
信したデータのうち、前記検出工程における前記検出の前に前記出力工程で出力した第１
のデータとは異なる第２のデータを出力することを特徴とする通信方法。
【請求項８】
　コンピュータを請求項１乃至６の何れか１項に記載の通信装置の各手段として機能させ
るためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、出力すべきデータを変更するための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、機器間での近接無線転送を実行するものとしては、ＲＦＩＤ（Radio Frequency 
IDentification）やＮＦＣ（Near Field Communication）技術がある。また、「Transfer
Jet」と呼ばれる近接無線転送技術が存在する。この転送技術は、通信距離が短く、近づ
けると接続し、遠ざけると切断するように制御するものである。
【０００３】
　また、保存された画像を無線通信で伝送して印刷させるには、ユーザが画像を選択する
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などの複雑な操作が必要である。また、画像の自動伝送技術も多く検討されている。特許
文献１には、多数の画像データファイルを持つ画像供給装置と画像保存装置が無線通信イ
ンタフェースを使用して、自動的に画像データファイルを転送する技術が開示されている
。この特許文献１によれば、ユーザの利便性を向上させることができる。
【特許文献１】特開2005-223518号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の無線画像出力システムの転送に関わる一連の操作では、ユーザの
利便性が悪いという技術的課題が存在し、また特許文献１の技術では転送する画像データ
ファイルをユーザが選択することができないという技術的課題が存在する。
【０００５】
　本発明は、外部装置との無線接続を切断及び接続することで、もしくは、受信電界強度
を大又は小に変化させることで、外部装置から受信したデータの中から、通信装置が出力
するデータを切替えることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、通信装置であって、
　外部装置からデータを受信する受信手段と、
　前記外部装置との無線接続の切断を検出する、もしくは、前記外部装置からの受信電界
強度が所定値よりも小さくなったことを検出する検出手段と、
　前記検出手段により前記無線接続の切断が検出された後に前記無線接続が確立されたこ
とを判定する、もしくは、前記検出手段により前記受信電界強度が所定値よりも小さくな
ったことが検出された後に前記受信電界強度が所定値よりも大きくなったことを判定する
判定手段と、
　前記受信手段により受信した前記データを出力する出力手段とを有し、
　前記出力手段は、前記判定手段による前記判定に応じて、前記受信手段により受信した
データのうち、前記検出手段による前記検出の前に前記出力手段が出力した第１のデータ
とは異なる第２のデータを出力することを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明は、通信装置で実行される通信方法であって、
　受信手段が、外部装置からデータを受信する受信工程と、
　検出手段が、前記外部装置との無線接続の切断を検出する、もしくは、前記外部装置か
らの受信電界強度が所定値よりも小さくなったことを検出する検出工程と、
　判定手段が、前記検出工程において前記無線接続の切断が検出された後に前記無線接続
が確立されたことを判定する、もしくは、前記検出手段により前記受信電界強度が所定値
よりも小さくなったことが検出された後に前記受信電界強度が所定値よりも大きくなった
ことを判定する判定工程と、
　出力手段が、前記受信工程において受信した前記データを出力する出力工程とを有し、
　前記出力工程では、前記判定工程における前記判定に応じて、前記受信工程において受
信したデータのうち、前記検出工程における前記検出の前に前記出力工程で出力した第１
のデータとは異なる第２のデータを出力することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、外部装置との無線接続を切断及び接続することで、もしくは、受信電
界強度を大又は小に変化させることで、外部装置から受信したデータの中から、通信装置
が出力するデータを切替えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながら発明を実施するための最良の形態について詳細に説明する。
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【００１１】
　第１の実施形態として、近接無線転送技術を使用した無線画像出力システムの画像出力
装置が複数の画像データファイルの転送を行い、近接無線転送技術の接続／切断に応じて
、出力する画像データを変更する動作を説明する。
【００１２】
　図１は、第１の実施形態における無線画像出力システムの構成の一例を示す図である。
図１に示すように、無線画像出力システムは、近接無線転送機能を有するデジタルスチル
カメラ１０１、プロジェクタ１０２、及びスクリーン１０３で構成されている。尚、この
プロジェクタ１０２には、近接無線転送機能を有する無線ポート１０４がケーブルで接続
されているが、無線ポート１０４はプロジェクタ１０２に内蔵されていても良い。
【００１３】
　図２は、第１の実施形態におけるデジタルスチルカメラの構成の一例を示す図である。
図２において、無線データ送受信部２０１は、近接無線転送技術を用いて無線でデータを
送受信する。撮像部２０２は、ＣＣＤによって光学的に撮像した被写体の映像を電気信号
に変換して出力する。状態判断部２０３は、プログラムに従って処理を行うＣＰＵと周辺
回路（タイマ）とを含み、デジタルスチルカメラ（以下、カメラと称す）１０１の状態を
判断する。尚、この状態判断部２０３における判断の詳細については更に後述する。
【００１４】
　表示部２０４は、カメラ１０１への設定や撮像した画像などの表示を行うユーザインタ
フェースとして機能する。記憶部２０５は、撮像部２０２で撮像された映像を画像データ
ファイルとして記憶する。アプリケーション部２０６は、カメラ１０１を画像供給装置と
して機能させるアプリケーションソフトウェアを含み、無線データ送受信部２０１と協働
して画像データファイルをプロジェクタ１０２へ供給する。操作部２０７は、ユーザがカ
メラを操作するための各種ボタンを有する。
【００１５】
　図３は、第１の実施形態におけるプロジェクタ及び無線ポートの構成の一例を示す図で
ある。図３において、無線ポート１０４の無線データ送受信部３０１は、カメラ１０１の
無線データ送受信部２０１と同様に、無線でデータを送受信する。画像出力部３０２は、
無線データ送受信部３０１にて受信された画像データファイルをスクリーン１０３へ投影
する。
【００１６】
　状態判断部３０３は、プログラムに従って処理を行うＣＰＵと周辺回路（タイマ）とを
含み、近接無線転送技術によりカメラ１０１との接続状態を判断する。記憶部３０４は、
画像データファイルを記憶する。アプリケーション部３０５は、アプリケーションソフト
ウェアを含み、無線データ送受信部２０１を介して受信された画像データファイルの保管
処理や投影処理を行う。
【００１７】
　以上の構成において、カメラ１０１の記憶部２０５に記憶されている複数の画像データ
ファイルをプロジェクタ１０２へ転送する動作を説明する。
【００１８】
　図４は、第１の実施形態における上位接続シーケンスを示す図である。また、図５は、
第１の実施形態における上位切断シーケンスを示す図である。更に、図６は、第１の実施
形態におけるメインシーケンスを示す図である。図４～図６において、DSC-Appはカメラ
１０１のアプリケーション部２０６、DSC-Networkはカメラ１０１の無線データ送受信部
２０１である。そして、PJ-Networkは無線ポート１０４の無線データ送受信部３０１、PJ
-Appはプロジェクタ１０２のアプリケーション部３０５である。
【００１９】
　ここで、ユーザがカメラ１０１の表示部２０４に表示された画像をプロジェクタ１０２
へ投影する場合、以下の操作が行われる。
【００２０】
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　まず、カメラ１０１を無線ポート１０４の一定距離内に近づける（４０１）。すると、
近接無線転送機能によってカメラ１０１とプロジェクタ１０２が接続状態となる（４０２
）。各装置の内部では、接続状態になったことをアプリケーション部２０６、３０５にそ
れぞれ通知する（４０３、４０４）。通知を受信したアプリケーション部２０６、３０５
は、上位接続を行い（４０５）、画像転送状態へ遷移する。
【００２１】
　次に、プロジェクタ１０２のアプリケーション部３０５が画像転送状態へ遷移すると、
カメラ１０１に対して、予めカメラ１０１で選択されている画像データファイル群の転送
を要求する（４０６～４０８）。ここで、画像データファイル群はプロジェクタ１０２で
選択する構成や全画像データファイルの転送を要求する構成も可能である。
【００２２】
　画像データファイル群の転送要求を受信したカメラ１０１は、記憶部２０５に記憶した
順のまま該当ファイルの転送を行う（４０９～４１１）。そして、プロジェクタ１０２の
アプリケーション部３０５が転送された画像データファイル群を記憶部３０４に格納する
（４１２）。
【００２３】
　尚、ここで、カメラ１０１のアプリケーション部２０６が画像転送状態へ遷移した後、
プロジェクタ１０２側からの要求が無くても画像データファイル群の転送を開始する構成
にしても良い。
【００２４】
　カメラ１０１のアプリケーション部２０６は画像データファイル群の転送を完了すると
、表示部２０４に表示している画像データファイルの名前をプロジェクタ１０２に送信す
る（４１３～４１５）。これにより、プロジェクタ１０２のアプリケーション部３０５は
、記憶部３０４に記憶した画像データファイルの中から、受信したファイル名で検索を行
い、合致した画像データファイルを画像出力部３０２からスクリーン１０３へ投影する（
４１６）。
【００２５】
　次に、スクリーン１０３へ投影している画像を、プロジェクタ１０２の記憶部３０４に
記憶した順で、次の画像に変更する際のユーザ操作を説明する。ここでは、カメラ１０１
を無線ポート１０４から遠ざけて無線による接続を切断した後に、一定時間内に、カメラ
１０１を無線ポート１０４に近づけて接続状態とする操作を説明する。
【００２６】
　まず、無線ポート１０４に近づけてあったカメラ１０１を遠ざけ、カメラ１０１と無線
ポート１０４と一定距離以上離す（５０１）。すると、近接無線転送機能によりカメラ１
０１とプロジェクタ１０２が切断状態となる（５０２）。各装置の内部では、切断状態に
なったことをアプリケーション部２０６、３０５にそれぞれ通知する（５０３、５０４）
。通知を受信したアプリケーション部２０６、３０５は、上位切断タイマを起動する。プ
ロジェクタ１０２は投影を中止する。尚、タイマ値は予め装置が持っている構成でも、ユ
ーザによって設定できる構成でも良い。
【００２７】
　その後、上位切断タイマがタイムアウトすると（５０５、５０６）、上位切断を行い（
５０７）、この画像転送状態を終了する。そして、アプリケーション部２０６、３０５は
、画像転送状態時の設定をリセットする（５０８、５０９）。特に、プロジェクタ１０２
の記憶部３０４に転送された画像データファイル群を消去する構成にすると良い。
【００２８】
　一方、ユーザが上位切断タイマのタイムアウト前に、カメラ１０１を無線ポート１０４
に近づけると（６０５）、再度カメラ１０１とプロジェクタ１０２は接続状態となる（６
０６）。そして、接続状態になったことをアプリケーション部２０６、３０５にそれぞれ
通知する（６０７、６０８）。アプリケーション部２０６、３０５は、それぞれの装置で
上位切断タイマが起動されていれば、上位切断タイマを停止する。
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【００２９】
　また、通知を受けたプロジェクタ１０２のアプリケーション部３０５は、記憶部３０４
に存在する次画像データファイルを画像出力部３０２からスクリーン１０３へ投影する（
６０９）。ここで、次の画像データファイルの投影を開始したプロジェクタ１０２は、現
在投影している画像データファイルのファイル名をカメラ１０１に送信するよう構成して
も良い（６１０～６１２）。その場合、投影した画像データファイルと同じ画像がカメラ
１０１の表示部２０４で表示される（６１３）。尚、切断状態の時には画像の投影を継続
する構成にしても良い。このように、カメラ１０１と無線ポート１０４とを近づけたり、
遠ざけたりすることにより、投影画像を次々と切り替えることができる。
【００３０】
　次に、スクリーン１０３へ投影している画像を、プロジェクタ１０２の記憶部３０４に
記憶した順で、前の画像に変更する際のユーザ操作を説明する。つまり、ユーザがカメラ
１０１の記憶部２０５に記憶されている前の画像をプロジェクタ１０２へ投影したい場合
の操作である。
【００３１】
　まず、無線ポート１０４に近づけてあったカメラ１０１を遠ざける（６１４）。すると
、近接無線転送機能によりカメラ１０１とプロジェクタ１０２が切断状態となる（６１５
）。各装置の内部では、切断状態になったことをアプリケーション部２０６、３０５にそ
れぞれ通知する（６１６、６１７）。通知を受信したアプリケーション部２０６、３０５
は、上位切断タイマを起動し、プロジェクタ１０２では投影を中止する。
【００３２】
　ここで、ユーザが上位切断タイマのタイムアウト前に、カメラ１０１の操作部２０７の
所定ボタンを押下しながら近づけると（６１８）、再度カメラ１０１とプロジェクタ１０
２は接続状態となる（６１９）。尚、ボタンの押下は、カメラ１０１からプロジェクタ１
０２へ通知されるものとする。そして、カメラ１０１のボタンが押下された状態で接続状
態になったことをアプリケーション部２０６、３０５にそれぞれ通知する（６２０、６２
１）。アプリケーション部２０６、３０５は、それぞれの装置で上位切断タイマを停止す
る。
【００３３】
　通知を受けたプロジェクタ１０２のアプリケーション部３０５は、状態判断部３０３の
判断結果から、カメラ１０１のボタンが押下されたことを検知する（６２２）。そして、
プロジェクタ１０２のアプリケーション部３０５は、記憶部３０４に記憶されている前画
像データファイルを画像出力部３０２からスクリーン１０３へ投影する（６２３）。
【００３４】
　尚、前画像データファイルの投影を開始したプロジェクタ１０２は、現在投影している
画像データファイル名をカメラ１０１に送信する構成にしても良い（６２４～６２６）。
その場合、投影した画像データファイルと同じ画像がカメラ１０１の表示部２０４で表示
される（６２７）。このように、一度、カメラ１０１と無線ポート１０４とを一度切断し
、カメラ１０１のボタンを押下してカメラ１０１と無線ポート１０４とを再度近づければ
、投影画像を前の画像に戻すことができる。従って、カメラ１０１と無線ポート１０４と
を近づけたり、遠ざけたりする際に、カメラ１０１のボタンを押下するか、押下しないか
によって、投影画像を進めたり、戻したりすることができる。
【００３５】
　また、切断状態の時に、プロジェクタ１０２では画像の撮影を中止しているが、投影を
継続する構成にしても良い。
【００３６】
　更に、近接無線転送技術を例に挙げて説明したが、Bluetooth（登録商標）やＮＦＣな
どの無線技術の接続／切断を使用することも可能である。
【００３７】
　また、カメラ１０１のボタンを押下しながら切断処理を行う場合を説明したが、裏返し
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て近づける、又は加速度をつけて近づけるなど、状態が変わったことがセンサなどで認識
できるならば、代替可能である。
【００３８】
　第１の実施形態によれば、カメラとプロジェクタとの無線による接続の状態に応じて、
プロジェクタが出力する画像データを異なる画像データに変更することが可能となる。
【００３９】
　［第２の実施形態］
　次に、図面を参照しながら本発明に係る第２の実施形態を詳細に説明する。第２の実施
形態では、近接無線転送における電磁波（電界強度）を測定し、電界強度の値に応じて、
画像出力装置が出力する画像データを変更する場合を説明する。
【００４０】
　尚、第２の実施形態における無線画像出力システムの構成は、図１～図３を用いて説明
した第１の実施形態の構成と同じであり、その説明は省略する。
【００４１】
　また、カメラ１０１の記憶部２０５に記憶された画像データファイル群をプロジェクタ
１０２の記憶部３０４に転送し、スクリーン１０３へ投影する場合の操作も、第１の実施
形態と同じであり、その説明も省略する。
【００４２】
　ここでは、カメラ１０１を無線ポート１０４に近づけてプロジェクタ１０２と接続して
おくものとし、プロジェクタ１０２には、近いか遠いかの判断に用いる電界強度の閾値を
予め設定しておくものとする。
【００４３】
　また、無線を受信した際の電界強度値の測定は、無線ポート１０４の無線データ送受信
部３０１が行うものとする。尚、測定は公知の測定方法で良く、その説明は省略する。
【００４４】
　図７は、第２の実施形態におけるメインシーケンスを示す図である。ここで、ユーザが
カメラ１０１の記憶部２０５に格納されている次画像をプロジェクタ１０２で投影したい
場合は、以下のような操作を行う。
【００４５】
　無線ポート１０４に近づけてあったカメラ１０１を切断した程度の距離に遠ざける（７
０１）。すると、無線ポート１０４が電界強度値をプロジェクタ１０２のアプリケーショ
ン部３０５に通知し、アプリケーション部３０５が電界強度値を受信する（７０２）。尚
、通知のタイミングは、一定間隔や状態に変化があった場合、随時などが可能である。
【００４６】
　そして、プロジェクタ１０２の状態判断部３０３が、予め設定されている閾値と、通知
された電界強度値とを比較する。ここで電界強度値が閾値よりも低かった場合（７０３）
、画像出力システムのステータスを変更する。具体的には、プロジェクタ１０２のアプリ
ケーション部３０５から無線ポート１０４の無線データ送受信部３０１へステータス変更
（弱）メッセージを送信する（７０４）。このメッセージは、近接無線転送機能により、
カメラ１０１の無線データ送受信部２０１を経由して（７０５）、カメラ１０１のアプリ
ケーション部２０６へ送信される（７０６）。
【００４７】
　一方、ステータス変更（弱）メッセージを受信したカメラ１０１のアプリケーション部
２０６は、その応答メッセージをプロジェクタ１０２のアプリケーション部３０５に送信
する（７０７～７０９）。アプリケーション部２０６、３０５は、それぞれステータスを
変更し、上位切断タイマを起動する。プロジェクタ１０２は投影を中止する。尚、タイマ
値は、予め装置が持っている構成でも、ユーザによって設定できる構成でも良い。
【００４８】
　また、ユーザが上位切断タイマのタイムアウト前に、カメラ１０１を無線ポート１０４
に近づけると（７１０）、電界強度値をプロジェクタ１０２のアプリケーション部３０５
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に通知する（７１１）。これにより、再度プロジェクタ１０２の状態判断部３０３では、
閾値との比較を行う。ここで、電界強度値が閾値よりも高かった場合は（７１２）、画像
出力システムのステータスを変更する。つまり、プロジェクタ１０２のアプリケーション
部３０５から無線ポート１０４の無線データ送受信部３０１へステータス変更（強）メッ
セージを送信する（７１３）。このメッセージは、近接無線転送機能により、カメラ１０
１の無線データ送受信部２０１を経由して（７１４）、カメラ１０１のアプリケーション
部２０６へ送信される（７１５）。
【００４９】
　一方、ステータス変更（強）メッセージを受信したカメラ１０１のアプリケーション部
２０６は、その応答メッセージをプロジェクタ１０２のアプリケーション部３０５に送信
する（７１６～７１８）。アプリケーション部２０６、３０５は、それぞれステータスを
変更し、上位切断タイマを停止する。
【００５０】
　次に、ステータス変更（強）メッセージを受けたプロジェクタ１０２のアプリケーショ
ン部３０５は、記憶部３０４に記憶されている次画像データファイルを画像出力部３０２
からスクリーン１０３へ投影する（７１９）。ここで次画像データファイルの投影を開始
したプロジェクタ１０２は、現在投影している画像データファイル名をカメラ１０１に送
信する構成にしても良い（７２０～７２２）。その場合、投影した画像データファイルと
同じ画像がカメラ１０１の表示部２０４で表示される（７２３）。
【００５１】
　尚、プロジェクタ１０２のステータスを（弱）状態に変更した時に、画像の投影を継続
する構成にしても良い。
【００５２】
　また、第２の実施形態における他の処理は、第１の実施形態と同様であり、その説明は
省略する。つまり、操作部２０７のボタンを押下してカメラ１０１と無線ポート１０４と
を近づけたり、遠ざけたりすれば、投影画像を前の画像に戻すこともできる。
【００５３】
　第２の実施形態によれば、無線の電界強度の値に応じて、プロジェクタからスクリーン
へ投影する画像を異なる画像に変更することが可能となる。
【００５４】
　［第３の実施形態］
　次に、図面を参照しながら本発明に係る第３の実施形態を詳細に説明する。第３の実施
形態では、近接無線転送機能による無線接続方法に応じて、画像出力装置が出力する画像
データファイルを変更する場合を説明する。
【００５５】
　尚、第２の実施形態における無線画像出力システムの構成は、図１～図３を用いて説明
した第１の実施形態の構成と同じであり、その説明は省略する。
【００５６】
　図８は、第３の実施形態における無線接続方法の判断処理を示すフローチャートである
。尚、この判断処理は、カメラ１０１のアプリケーション部２０６とプロジェクタ１０２
のアプリケーション部３０５とで行われる処理である。ここでは、無線接続方法として、
接触処理Ａと接触処理Ｂを例に挙げて説明する。
【００５７】
　まず、ステップＳ８０１で、カメラ１０１の無線データ送受信部２０１と無線ポート１
０４の無線データ送受信部３０１が無線接続を行う。そして、接続が完了するとステップ
Ｓ８０２で、カメラ１０１のアプリケーション部２０６とプロジェクタ１０２のアプリケ
ーション部３０５が接続の維持時間を監視する接続タイマを起動する。タイムアウト値は
カメラ１０１とプロジェクタ１０２がそれぞれ持っているものとする。
【００５８】
　次に、アプリケーション部２０６、３０５が、それぞれ接続タイマがタイムアウトする
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前に切断されたか否かを判定する。ここで、接続タイマがタイムアウトする前に切断され
たと判定した場合は、ステップＳ８０４へ処理を進め、接続タイマを停止する。そして、
ステップＳ８０５で、接触処理Ｂと判断する。つまり、この接触処理Ｂは、無線接続した
後に、すぐに接続を切断するものである。
【００５９】
　一方、ステップＳ８０３で接続を維持し続け、ステップＳ８０６で接続タイマがタイム
アウトした場合はステップＳ８０７へ処理を進める。このステップＳ８０７では、アプリ
ケーション部２０６、３０５は接触処理Ａと判断する。尚、予めタイムアウト値をユーザ
が設定できるような構成も可能である。
【００６０】
　ここで、上述した接触処理を用いて画像出力システムで投影する画像を変更する処理を
説明する。カメラ１０１の記憶部２０５の画像データファイル群をプロジェクタ１０２の
記憶部３０４に転送し、カメラ１０１の表示部２０４の画像データをプロジェクタ１０２
へ投影する場合の操作は、第１の実施形態と同様である。以下、ユーザがカメラ１０１の
記憶部２０５に格納されている次の画像をプロジェクタ１０２へ投影する場合を、図９を
用いて説明する。
【００６１】
　図９は、第３の実施形態におけるメインシーケンスを示す図である。まず、無線ポート
１０４に近づけてあったカメラ１０１を遠ざける（９０１）。すると、近接無線転送機能
により、カメラ１０１とプロジェクタ１０２は切断状態となる（９０２）。各装置の内部
では、切断状態になったことをアプリケーション部２０６、３０５にそれぞれ通知する（
９０３、９０４）。通知を受信したアプリケーション部２０６、３０５は、上位切断タイ
マを起動する。プロジェクタ１０２は投影を中止する。尚、タイマ値は予め装置が持って
いる構成でも、ユーザによって設定できる構成でも良い。
【００６２】
　一方、ユーザが上位切断タイマのタイムアウト前に、接触処理Ａを用いてカメラ１０１
を無線ポート１０４に近づけた場合（９０５）、再度カメラ１０１とプロジェクタ１０２
は接続状態となる（９０６）。ここで、アプリケーション部２０６、３０５が、接触処理
の判断を行い（９０７、９０８）、それぞれ上位切断タイマを停止する。
【００６３】
　ここで接触処理Ａと判断すると、プロジェクタ１０２のアプリケーション部３０５は、
記憶部３０４に記憶されている次画像データファイルを画像出力部３０２からスクリーン
１０３へ投影する（９０９）。ここで、次画像データファイルの投影を開始したプロジェ
クタ１０２は、現在投影している画像データファイルのファイル名をカメラ１０１に送信
する構成にしても良い（９１０～９１２）。その場合、投影した画像データファイルと同
じ画像がカメラ１０１の表示部２０４で表示される（９１３）。尚、切断状態の時には画
像の投影を継続する構成にしても良い。
【００６４】
　次に、ユーザがカメラ１０１の記憶部２０５に格納されている前の画像をプロジェクタ
１０２がスクリーン１０３へ投影する場合の処理を説明する。
【００６５】
　まず、無線ポート１０４に近づけてあったカメラ１０１を遠ざける（９１４）。すると
、近接無線転送機能によりカメラ１０１とプロジェクタ１０２は切断状態となる（９１５
）。各装置の内部では、切断状態になったことをアプリケーション部２０６、３０５にそ
れぞれ通知する（９１６、９１７）。通知を受信したアプリケーション部２０６、３０５
は、上位切断タイマを起動し、プロジェクタ１０２では投影を中止する。
【００６６】
　ここで、ユーザが上位切断タイマのタイムアウト前に、接触処理Ｂを用いてカメラ１０
１を無線ポート１０４に近づけると（９１８）、再度カメラ１０１とプロジェクタ１０２
は接続状態となるが（９１９）、すぐに切断状態となる（９２０）。アプリケーション部
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２０６、３０５は、接触処理の判断を行い（９２１、９２２）、それぞれ上位切断タイマ
を停止する。尚、図９には、無線接続通知と無線切断通知を図示していないが、通知する
ような構成も可能である。
【００６７】
　接触処理Ｂと判断したプロジェクタ１０２のアプリケーション部３０５は、前画像デー
タファイルを記憶部２０５より読み込み、画像出力部３０２からスクリーン１０３へ投影
する（９２３）。
【００６８】
　尚、第３の実施形態における他の処理は、第１及び第２の実施形態と同様であり、その
説明は省略する。
【００６９】
　第３の実施形態によれば、カメラ１０１とプロジェクタ１０２とで、無線による接続が
切断されるまでの維持時間に応じて、投影する画像を異なる画像に変更することが可能と
なる。
【００７０】
　尚、本発明は複数の機器（例えば、ホストコンピュータ、インターフェース機器、リー
ダ、プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からなる装置（例
えば、複写機、ファクシミリ装置など）に適用しても良い。
【００７１】
　また、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録した
記録媒体を、システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（Ｃ
ＰＵ若しくはＭＰＵ）が記録媒体に格納されたプログラムコードを読出し実行する。これ
によっても、本発明の目的が達成されることは言うまでもない。
【００７２】
　この場合、コンピュータ読み取り可能な記録媒体から読出されたプログラムコード自体
が前述した実施形態の機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記録
媒体は本発明を構成することになる。
【００７３】
　このプログラムコードを供給するための記録媒体として、例えばフレキシブルディスク
、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ
、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる。
【００７４】
　また、コンピュータが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施
形態の機能が実現されるだけでなく、次の場合も含まれることは言うまでもない。即ち、
プログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼働しているＯＳ（オペレーティン
グシステム）などが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理により前述した実施形態
の機能が実現される場合である。
【００７５】
　更に、記録媒体から読出されたプログラムコードがコンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込む。その後、
そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理により前述した実施形態の機能
が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】第１の実施形態における無線画像出力システムの構成の一例を示す図である。
【図２】第１の実施形態におけるデジタルスチルカメラの構成の一例を示す図である。
【図３】第１の実施形態におけるプロジェクタ及び無線ポートの構成の一例を示す図であ
る。
【図４】第１の実施形態における上位接続シーケンスを示す図である。
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【図５】第１の実施形態における上位切断シーケンスを示す図である。
【図６】第１の実施形態におけるメインシーケンスを示す図である。
【図７】第２の実施形態におけるメインシーケンスを示す図である。
【図８】第３の実施形態における無線接続方法の判断処理を示すフローチャートである。
【図９】第３の実施形態におけるメインシーケンスを示す図である。
【符号の説明】
【００７７】
１０１　デジタルスチルカメラ
１０２　プロジェクタ
１０３　スクリーン
１０４　無線ポート
２０１　無線データ送受信部
２０２　撮像部
２０３　状態判断部
２０４　表示部
２０５　記憶部
２０６　アプリケーション部
３０１　無線データ送受信部
３０２　画像出力部
３０３　状態判断部
３０４　記憶部
３０５　アプリケーション部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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